


















































































名　前 出　生 校種（科目）／専攻 早大卒業年又は在籍時期 調査日
Ａ氏 1940年代 高等学校（国語科） 1963年卒 2015年１月19日
Ｂ氏 1940年代 小学校 1969年卒 2014年11月10日
Ｃ氏 1950年代 高等学校（国語科） 1976年卒 2014年10月29日
Ｄ氏 1960年代 高等学校（社会科） 1990年卒 2014年11月25日
E氏 1980年代 高等学校（公　民） 2010年卒 2015年７月29日
a 氏 1970年代 日本語 2011年５月－2012年５月 2014年11月30日
b 氏 1980年代 日本語 2012年９月－2014年５月 2015年１月10日
c 氏 1980年代 日本語 2010年９月－2012年９月 2014年11月29日
d 氏 1980年代 日本語 2009年４月－2011年９月
（2009年９月－2010年３月休学）
2014年12月４日




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































     
まとめ
本研究の目的は、早稲田大学出身の女性教員（1940年代から80年代生まれ）のライフストー
リーに基づきながら、早稲田大学が1960年代からの約半世紀の間に、女性教員の職能形成におい
て、どのような役割を果たしてきたのかを、明らかにすることである。換言すれば本論文では、
戦後日本における開放制教員免許制度の下で女性教員としての職能形成に早稲田大学が果たした
役割を検証してきた。
また早稲田大学は、戦前、戦後を通じて中国、韓国といったアジアの留学生を積極的に受け入
れ、早稲田出身の卒業生が帰国後、教育界に入ることで、それぞれの国での早稲田大学の名望を
高めてきた歴史的経緯がある。そのため、本研究では、早稲田大学卒業の中国人女子留学生が、
早稲田大学で学んだことをどのように生かしているのか、早稲田大学での学びがその後のキャリ
ア形成にどのように役になっているのか追跡調査を行ってきた。
日本人の女性教員に共通して言えることとして、早稲田大学の学びとしては、メリットとして
は自由な雰囲気を指摘しながらも、マンモス授業から来る物足りなさを指摘し、大学の講義で学
40
早稲田大学出身女性教員の職能形成に関する一考察
―日本及び中国の女性教員のライフストーリー分析を通じて―
んだことはあまり役に立っていない、特に、レジュメの書き方や発表の仕方、あるいは教師に
なった後に必要とされる技術的な知識の習得機会が少なかった、と一定の不満を述べていた。
ただし、早稲田大学に入学する学生は、資質が高いことから、彼女たちは、自分で動き、チャ
ンスを得て、自己成長を遂げている。また、４年間の大学生活を楽しかった肯定的に捉え、特に、
サークル活動、ボランティア活動の繋がりが学生生活の充実に結びついたと語っている教員が多
い。つまり、大学での「学び」の内容で大きな比重を占めているのは、サークルなども含む幅広
い人間関係で得た経験なのだと考えられる。
こうした繋がりは卒業後の現在まで続いていて、その仲間付き合いが生活上の楽しみのひとつと
なっている。またサークルだけでなく、各地の稲門会の集まりやホームカミングデーなど、卒業
生が大学と関わる機会も多い。この強い組織力が、卒業生を大学の活動に関わらせるきっかけと
なり、そこで昔話を皆で語り合ったり活動したりすることが、在学中の思い出を肯定的に捉え返
すこと、現在の仲間同士の結びつきを強化することに繋がっていた。そして、こうした現在の卒
業生のネットワークが彼女たちの生活全体を豊かにしており、それが結果的に、仕事を含む自身
の人生全体を前向きに捉えることにも結びついていると考えられる。以上が、大学における土台
としての「学び」と職業における職能形成との関わりの意味するところである。
出会いと学びのチャンスを与える上で、早稲田大学は特筆すべきものがあり、こうした機会を
利用しながら、早稲田大学出身の女性教員は、人間的に成長しているという特徴を指摘できる。
教師としての技術としては、教員になった当初においては、教員養成系に劣るかもしれない。し
かしながら、経験値が高く、広い知識、人間力を持ち、「のびしろ」があるというのが、早稲田
大学の女性教員に共通していると言えるのではないか。
大学生活は、数多くの人々との出会いの場であったと同時に、知識や人脈を生かして自らの目
標のために行動する実践力を培った期間であった。そしてその実践力が、現在の学校現場でも活
かされており、生徒や職場の教師を巻き込む力にもつながっている。そして、そうした人間力か
らくる、生徒に向かう情熱も、また早稲田の女性教員の持つエートスとして、指摘しておきたい。
このように、早稲田大学の「学び」においては、在学者の自主性や自助努力に委ねられている
側面は少なくないと推察される。大学に潜在している学びの可能性やそれに付随するネットワー
クを活用するサポートをいかにしていくかが今後の課題であろう。　
一方、中国人留学生については、早稲田大学で先端的な日本語教育を学び、彼女たちは中国の
教育現場でその理念を生かして授業を試みようとしている。しかし、これらの理念は現場の制限
により、うまく生かせない場合や、中国の大学の制度上などの問題によって実現できていない部
分がある。ただし、彼女たちは、こうした問題に直面しながら、早稲田大学の理念を中国の教育
現場の状況に合わせて、教育実践を行っている。
また、早稲田大学が中国では、高く評価されているということもあり、早稲田大学での学びは、
彼女たちのその後のキャリア形成にも影響を与えている。そして、早稲田大学で学んだことを、
誇りとして感じる留学生たちの姿に、大学卒業後も継続的な彼女たちの支援とともに、早稲田大
学の関係者として、一層に精進することの必要性を感じる次第である。 （小林（新保）敦子）
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［追記］本論文は、早稲田大学教育総合研究所の公募研究（2014年度、2015年度）「早稲田大学出
身女性教員の戦後史―ライフストーリーの分析を通じて―」のまとめである。早稲田大学教育総
合研究所の関係者の皆様に、心からの謝意を表明したい。
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１　①小池俊夫（2010）「開放制教員養成の哲学と現実」、『學苑』（835）、昭和女子大学、1-10頁、②
岩田康之（2013）「教員養成改革の日本的構造 :『開放制』原則下の質的向上策を考える（教師教
育改革）」、『教育學研究』（80）4、  日本教育学会、414-426頁、参照。
２　早稲田大学企画室調査課編『早稲田大学統計要覧 昭和60年度版』、早稲田大学企画室調査課、1985
年、１頁「学生・生徒数」をもとに算出。
３　早稲田大学ウェブサイト、学生に関する情報「2015年度学生・生徒数」（ http://www.waseda.jp/top/
about/disclosure/students、2015年11月26日閲覧 ）をもとに算出。
４　①稲垣忠彦、松平信久、寺崎昌男『教師のライフコース―昭和史を教師として生きて』、東京大学
出版会、1988年、②藤原顕・遠藤瑛子・松崎正治『国語科教師の実践的知識へのライフヒストリー・
アプローチ―遠藤瑛子の事例研究』、渓水社、2006年、③山崎準二 『教師の発達と力量形成―続・教
師のライフコース研究』、創風社、2012年。その他、塚田守『女性教師たちのライフヒストリー』 （椙
山女学園大学研究叢書）、青山社、2002年、なども参考にした。
５　独立行政法人日本学生支援機構ウェブサイト、平成25年度外国人留学生在籍状況調査
　　http://www.jasso.go.jp/statistics/intl_student/data13.html、2015年１月18日閲覧。
６　早稲田大学留学センターウェブサイト、留学生に関する統計データ、http://www.cie-waseda.jp/jp/
about/statistics/#a02、2015年８月31日閲覧。
７　早稲田大学大学院日本語教育研究科ウェブサイト、http://www.waseda.jp/gsjal/features.html、2015年
８月８日閲覧。
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［付表］カテゴリー名と主なアイデアの一覧
大カテゴリー 小カテゴリー 主なアイデアの中身
１　早稲田大学
授業
サークル
教育実習
大学生活
大学４年次の就職状況
教職についての印象
大学院
卒業後の関わり
学部のフォロー
大学受験
・学部の授業は役に立っていない、土台にあるのは４年間の講義、レジュメの
書き方一つ学んだ記憶がない、発表する授業がなかった
・サークル活動の仲間のつながり、専門外で視野が広がった、
・同窓会みたいな教育実習、実習でやる気になった、新米＝素人、自由な授業
づくり、実習と現実とのギャップ
・バブル期で金融や証券がかっこいい、あえて教員という選択肢がない、他の
仕事に向いているのか分からない、教育学部なら公務員か教員
・特に教員になりたくなかった、落ちて教員、アナウンサーの夢
・筑波で教員になる覚悟が来まる、早大と筑波大のいいとこどり、レジュメの
書き方・発表の仕方の基礎、ほぼ皆が教員志望という環境
・サークルの繋がり、専修では一度も会っていない、稲門会、ホームカミングデー
・早稲田教職の口利き、最後の最後にお世話になった、講師の斡旋
・とにかく早稲田に入りたい
２　職業観
女性としての立場
人間相手の職業
仕事に対する想い
理想の教師との出会い
・家庭との両立の苦労、女性でフルタイムはめずらしい、女性が不利あまりない
・やりがい、チャンスは二度とない、失敗すると大変、人間相手の面白さ
・石にかじりついてでも仕事は続けたい、つくづく人脈、好きじゃなきゃやって
らんない
・小学校の担任（生徒と一緒になって取り組む人）、この校長のもとで働こう、
高２の世界史の先生（授業が面白く、何かと世話をしてくれた）
３　教員としての
　　経歴
採用試験
就職３年以内
赴任先
退職後
その他の活動
・定時制の３年間で鍛えられた、若い普通科教員は汚れ役をやらない、初めて
で慣れないことだらけ、科目数の多さ
・工業高校、神奈川、住居は世田谷、現地の寮に３年、神奈川、成瀬で10年
・退職後の再任用
・教科書の編集委員、全国歴史教育研究協議会事務局
４　生徒への想い
生徒との関係
課外活動での関係
授業での関係
生徒の多様さ
生徒の親
高校生の団結力
高校生のは大人
高校生の子どもらしさ
元教え子
・ぶつかり合い、生徒と接して楽しかった、一言が人生を変える、せめて学校
で安らいでほしい、生徒との関わりで悲しい思い
・先生の出身校に興味をもつ受験生、もっとゆっくり時間をとってあげたかっ
た、文化祭・体育祭、進路指導、普段話していない子はふとした会話の機会
を逃せない
・教科が信頼に影響、どんどんやるしかない、体当たり、やる気が生徒に伝わる
・就職が続かない子、少年院のお世話になる子、受け取り方の違い、進学校と
工業校驚くほど違わない
・子どもより親が大変、家庭環境が学力と関係する
・ものすごいものを作り上げる、エネルギー
・生徒を畏れよ、中学から高校へ成長に驚き、生徒はよく見ている、帳尻合わせる
・素朴でストレート、いい子、かわいい、まっすぐにぶつかってきてくれる
・年賀状でのやりとり、教え子が早稲田へ入学
５　授業
自分の専門
専門性
教材研究
授業の重要度
・国語、現社・世界史・地理、国語の教材は幅広い、世界史を学ぶ意味
・大学時代に学んだことが直接生かせる、準備をしても相手で変わる
・教材研究に追われる毎日、準備不足の授業は伝わる、自分の学力で苦労
・授業はつぶせない
６　子育て
職場の理解
夫の職業の影響
子どもとの関係
両親の支え
・職場の子育てへの理解のなさ、学校が協力してくれた
・夫婦とも教員だと融通がきく、共稼ぎ、保育園の送り迎え夫婦で協力
・日曜くらいは子どもといたい、保育園の送り迎えがぎりぎり、子育ては計画通
りにいかない、土日の部活練習に子どもを連れて行く
・自分と夫の両親の支え、全面的なバックアップ、親がいなきゃとっくに辞めてた
７　職場環境
研修
制度について
事務の多忙さ
・研修が多い、役に立たない研修、昔はきたら一人前扱い、人員不足
・管理職の膨大な仕事量、書類は全部自分で入力、昔はのんびり、生徒との時間減
・流動的、コロコロ変わる入試制度、再任用は１年で転任、制度の改善による恩恵
８　その他 ・体は丈夫、どうしても教師になりたい人は臨時採用を繰り返す
松山　鮎子　作成
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